
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論

 
 

―
―
「
読
者
」
の
欲
望
と
い
う
観
点
か
ら

禧
美

　
智
章

ａ
、『
帝
国
文
学
』
時
文
欄
（
明
治
二
八
年
六
月
）

 
 

�

泉
鏡
花
子
は
所
謂
新
進
気
鋭
の
作
家
な
り
。
昨
は
紅
葉
門
下
の
一
な
に

が
し
、
今
は
歴
々
の
少
壮
作
者
、
其
想
は
遙
に
近
欧
の
最
新
思
想
に
連

り
、
其
文
も
亦
一
種
得
易
か
ら
ざ
る
の
気
概
を
含
む

 
 

�

鏡
花
子
は
よ
く
人
生
の
恨
事
を
知
れ
り
、
而
し
て
此
恨
事
が
常
軌
の
道

徳
を
以
て
抑
圧
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
れ
り
、
人
間
の
胸
の
内
に
も
滂
湃

た
る
激
浪
の
や
ゝ
も
す
れ
ば
、
理
性
を
溺
ら
せ
ん
と
す
る
を
知
れ
り

ｂ
、『
青
年
文
』
時
文
欄
（
明
治
二
八
年
七
月
一
〇
日
）

 
 

�

天
下
が
軽
浮
な
る
恋
愛
小
説
に
飽
き
、
浅
薄
な
る
侠
客
小
説
に
飽
き
、

残
忍
な
る
探
偵
小
説
に
飽
き
て
、
漸
く
沈
着
な
る
、
深
峭
な
る
も
の
を

も
と
む
る
の
時
に
於
て
出
で
ゝ
、
峭
抜
の
想
に
富
み
、
深
酷
の
筆
を
奮

ひ
、（
中
略
）「
外
科
室
」
趣
向
亦
奇
抜
、
殊
に
其
末
句
（
中
略
）
の
一

語
、
何
等
峭
絶
の
語
ぞ
。
唯
、
氏
に
撼
む
所
は
筆
を
着
く
る
淡
き
に
過

ぎ
て
、
作
者
の
理
想
の
凄
腕
に
似
ず
、
比
較
的
に
読
者
を
慄
然
た
ら
し

む
る
に
能
は
ざ
る
の
嫌
な
き
能
は
ず
。

ｃ
、
島
村
抱
月
「
小
説
を
読
む
眼
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
二
八
年
八
月
二
六
日
）

序
　
泉
鏡
花
の
「
外
科
室
」
は
、
明
治
二
八
年
六
月
号
の
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
て
発

表
さ
れ
、
前
作
の
「
夜
行
巡
査（

（
（

」
と
共
に
「
観
念
小
説
」
の
代
表
作
と
し
て
読
ま

れ
て
き
た
作
品
で
あ
る
。
本
作
の
「
観
念
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
分
け
は
、
同

時
代
の
島
村
抱
月
と
坪
内
逍
遙
に
よ
る
も
の
で
、
以
来
、
今
日
ま
で
そ
の
評
価
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
近
年
の
研
究
動
向
と
し
て
は
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
と
貴
船
伯
爵
夫
人
の
関

係
性
に
注
目
す
る
も
の（

（
（

や
、
当
時
の
外
科
手
術
の
実
際
を
調
査
し
そ
の
典
拠
を
明

ら
か
に
す
る
も
の（

（
（

等
、
新
た
な
切
り
口
で
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
本

作
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
読
者
」
に
注
目
し
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
評
価
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、「
観
念
小
説
」
の
命
名

　
ま
ず
は
、
少
々
煩
雑
と
な
る
が
、
同
時
代
評
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
外
科
室
」
が
「
観
念
小
説
」
と
命
名
、ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
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�

此
に
観
念
と
い
へ
る
は
数
年
前
の
観
念
論
者
の
成せ
い

語ご

を
叚か

り
用
ひ
た
る

に
て
、
概
念
と
も
理
想
と
も
趣
意
と
も
い
ふ
べ
し
、
例
へ
ば
「
人
は
恋

な
け
れ
ば
死
す
」、「
運
命
は
時
と
し
て
罪
な
き
も
の
を
殺
す
」、「
人
間

万
事
を
冷
了
す
る
も
の
は
嫉
妬
な
り
」
な
ど
の
如
き
之
な
り
、
斯
か
る

た
ぐ
ひ
の
観
念
ま
づ
作
者
の
胸
中
に
成
り
て
、
さ
て
の
ち
巧
に
之
れ
に

肉
を
附
し
皮
を
附
し
、
一
部
の
小
説
に
仕
上
ぐ
る
は
、
此
の
頃
の
新
流

行
に
て
、げ
に
之
れ
ま
で
の
小
説
界
の
一
本
調
子
な
り
し
に
比
ぶ
れ
ば
、

一
段
の
進
歩
な
る
に
相
違
な
し
、（
略
）

ｄ
、『
文
学
会
』
時
文
欄
（
明
治
二
八
年
七
月
）

 
 

�

あ
ま
り
に
簡
に
過
ぎ
て
九
年
間
唯
一
度
植
物
園
内
の
会
逅
の
み
に
て
は

外
科
室
内
の
出
来
事
と
つ
り
合
は
ぬ
心
地
す
学
士
と
婦
人
と
の
関
係
の

今
少
し
深
か
ら
ば
婦
人
が
心
に
一
つ
の
秘
密
あ
り
と
云
ふ
に
も
高
峰
が

室
を
持
た
ぬ
と
云
ふ
に
も
適
切
な
る
べ
し
と
思
は
る

ｅ
、
宮
崎
湖
処
子
『
国
民
之
友
』（
明
治
二
八
年
七
月
二
三
日
）

 
 

�

寸
鉄
人
を
殺
す
の
気
あ
り
。（
中
略
）
読
者
を
し
て
手
巻
を
離
す
能
は
ざ

ら
し
む
、
渠
が
外
科
室
は
成
功
せ
る
も
の
。
渠
は
又
浪
子
の
諧
謔
を
能

く
す
。
渠
は
又
美
の
力
を
識
認
す
、（
略
）

ｆ
、『
帝
国
文
学
』
雑
報
（
明
治
二
八
年
八
月
）

 
 

�

只
、
我
一
身
を
擲
ち
て
ま
で
思
ひ
込
み
た
る
貴
船
伯
爵
夫
人
が
、
わ
り

な
き
恋
の
最
後
を
描
き
な
が
ら
、
何
故
に
、
其
恋
の
萌
芽
と
、
発
達
と

の
径
行
を
描
く
に
は
粗
な
り
し
ぞ
。（
中
略
）
単
に
「
見
た
か
」「
む
ゝ
」

丈
の
談
話
に
て
止
め
、
跡
は
、
読
者
を
し
て
、
尽
く
其
後
の
恋
の
成
立

を
想
像
せ
し
む
る
な
ど
は
、頗
る
骨
惜
み
の
事
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

ｇ
、�

Ｙ・Ｔ
（
坪
内
逍
遙
）「
観
念
派
の
小
説
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
二
八
年
九
月
）

 
 

�

観
念
派
小
説
と
は
何
ぞ
曰
は
く
或
概
念
或
理
想
を
捉
ら
へ
来
た
り
て
こ

れ
を
具
象
に
す
る
も
の
こ
れ
也
而
し
て
今
や
こ
の
種
の
小
説
は
や
う
〳
〵

我
が
文
学
界
に
ふ
ゑ
ゆ
か
ん
と
す
吾
人
は
こ
れ
に
つ
き
て
は
兎
や
角
い

は
ざ
る
べ
し
唯
我
が
文
海
の
一
新
潮
流
と
し
て
又
我
が
文
学
史
上
自
然

的
進
歩
の
一
階
段
ど
し
て
之
れ
を
歓
迎
す
る
の
外
な
き
也

ｈ
、�

内
田
魯
庵
「
小
説
界
の
新
潮
流
（
殊
に
泉
鏡
花
子
を
評
す
）」

（『
国
民
之
友
』
明
治
二
八
年
九
月
）

 
 

�

鏡
花
子
の
作
る
如
き
一
箇
概
念
の
外
は
何
物
を
も
留
め
ざ
る
野
猪
的
の

心
性
組
織
を
有
て
る
不
自
然
な
る
人
間
は
自
然
的
の
小
説
を
決
し
て
見

る
を
得
ざ
る
も
の
な
り
。

ｉ
、「
小
説
界
の
潮
向
」（『
青
年
文
』
明
治
二
八
年
一
〇
月
）

 
 

�『
夜
行
巡
査
』「
外
科
室
」『
奔
馬
』『
蝗
賣
』『
黒
蜥
蜴
』
等
機
に
投
じ
て

大
に
声
あ
り
、
為
に
端
な
く
沈
滞
な
り
し
小
説
界
に
一
波
動
を
喚
起
し

て
其
跡
を
追
ふ
者
多
し
、
曰
く
何
、
曰
く
何
、
去
る
も
来
る
も
悉
く
こ

れ
悲
惨
小
説
な
り
。
悲
惨
素
よ
り
可
、
大
に
可
な
り
。
否
吾
人
は
千
篇

一
律
の
喜
嬉
小
説
時
代
の
末
に
於
て
、
大
い
に
其
異
色
と
進
歩
と
を
併

せ
来
る
を
歓
迎
す
。

ｊ
、島
村
抱
月
「
小
説
界
の
新
潮
を
論
ず
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
二
九
年
一
月
）

 
 

�
第
一
、
観
念
小
説
と
は
何
ぞ
や
。
人
は
之
れ
を
解
し
て
、
作
者
が
世
相

に
対
す
る
一
種
の
概
念
を
作
中
に
現
化
せ
る
も
の
と
い
ふ
。
鏡
花
の

「
外
科
室
」
が
、疑
問
に
事
よ
せ
て
「
地
上
の
罪
悪
は
純
愛
の
前
に
消
滅

す
」
と
い
ふ
観
念
を
あ
ら
は
し
、
眉
山
の
『
う
ら
お
も
て
』
が
あ
ら
は

三
四

に
「
社
会
に
罪
あ
り
」
と
い
ふ
の
観
念
を
あ
ら
は
せ
る
類
は
其
の
例
な

り
。

ｋ
、
森
鷗
外
「
め
さ
ま
し
草
」（
明
治
二
九
年
二
月
）

 
 

�

所
謂
観
念
小
説
は
狭
き
世
界
観
若
は
或
る
世
界
観
の
一
片
を
写
せ
る
小

説
な
り
。（
中
略
）
小
説
の
此
の
如
き
を
ば
古
来
傾テ
ン
デ
ン
シ
ロ
マ
ン

向
小
説
と
名
づ
け
来

れ
る
こ
と
、
世
の
審
美
家
の
知
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し

ｌ
、
高
山
樗
牛
「
作
家
の
道
念
と
観
念
」（『
太
陽
』
明
治
二
九
年
二
月
）

 
 

�

敏
捷
な
る
「
国
民
の
友
」
の
批
評
家
は
、近
来
小
説
界
の
趨
勢
を
案
じ
、

眉
山
、
鏡
花
以
下
、
所
謂
る
観
念
派
の
新
作
家
の
勃
興
を
以
て
、『
排
想

派
』
の
領
袖
た
り
し
紅
葉
一
輩
の
末
路
を
卜
し
（
略
）

ｍ
、
高
山
樗
牛
「
青
年
小
説
を
読
む
」（『
太
陽
』
明
治
二
九
年
三
月
）

 
 

�

泉
鏡
花
の
『
化
銀
杏
』
は
、「
外
科
室
」
と
共
に
彼
が
作
中
の
最
も
佳
な

る
も
の
と
し
て
、
推
薦
す
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
べ
し
。（
中
略
）『
化
銀
杏
』

に
於
て
、
彼
は
慥
に
一
歩
を
進
め
た
り
。
彼
は
骨
と
共
に
肉
を
捉
へ
む

と
試
み
た
り
、
而
し
て
彼
が
企
の
幾
分
は
美
事
に
成
功
し
た
り
き
。
鏡

花
は
た
し
か
に
健
全
な
る
発
達
を
為
し
た
り
と
謂
ふ
べ
し
。
彼
は
是
の

『
化
銀
杏
』
に
於
て
、愛
情
の
一
致
を
缼
き
た
る
夫
婦
の
如
何
に
不
幸
な

る
も
の
な
る
か
を
示
し
、
柔
婉
な
る
女
子
も
、
其
の
愛
情
の
自
由
の
為

に
は
、
如
何
に
恐
る
べ
き
決
心
と
、
行
動
と
を
作
為
し
得
べ
き
か
を
為

さ
む
と
せ
り
。

ｎ
、
高
山
樗
牛
「
泉
鏡
花
に
興
ふ
」（『
太
陽
』
明
治
三
〇
年
六
月
）

 
 

�

所
謂
る
観
念
派
が
当
時
の
声
名
は
、
従
来
作
家
の
沈
滞
不
振
に
対
す
る

一
の
反
動
に
過
ぎ
ざ
り
き
。（
中
略
）
要
す
る
に
、
君
が
作
は
真
摯
な
ら

ざ
る
な
り
、
性
惰
を
解
せ
ざ
る
な
り
、
人
生
を
観
ぜ
ざ
る
な
り
。
徒
に

筆
を
駆
り
て
境
を
作
り
、
清
新
奇
抜
を
以
て
名
を
求
め
む
と
す
る
の
策

は
、
之
を
三
年
前
に
施
す
べ
く
し
て
、
之
を
今
日
に
計
る
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。

　
す
で
に
成
瀬
正
勝
氏
に
よ
っ
て
、「
ｃ
」
の
抱
月
評
が
「
観
念
（
小
説
）」
の
命

名
の
契
機
で
あ
る（

（
（

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
の
「
ａ
」

「
ｂ
」
評
に
お
い
て
は
、「
観
念
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。「
ｂ
」
の
『
青
年
文
』
時

文
欄
で
は
、
従
来
の
「
恋
愛
小
説
」
や
「
侠
客
小
説
」、「
探
偵
小
説
」
で
は
な
い

と
し
、「
深
酷
」
と
い
う
語
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
「
深
酷
小
説
」
の
よ

う
に
、
明
確
な
規
定
を
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
当
然
、
当
時
駆
け
出
し
の
作

家
だ
っ
た
鏡
花
が
、
す
で
に
固
定
し
て
い
た
「
観
念
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

当
て
込
ん
で
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
に
順
に
同
時
代
評
を
確
認
す
る
と
、
今
日
ま
で
つ
づ
く
「「
外
科
室
」
＝

「
観
念
小
説
」
の
代
表
」
と
い
う
評
価
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
、
や
は
り

「
ｊ
」
の
島
村
抱
月
に
よ
る
評
価
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、「
観
念
」

と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
、
逍
遙
と
没
理
想
論
争
を
繰
り
広
げ
た
鷗
外
は
「
傾
向
小

説
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
も
、
高
山
樗
牛
が
「
ｌ
」「
ｎ
」
で
一
貫
し
て
「
観

念
」
の
語
を
使
用
し
て
お
り
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
語
、
ジ
ャ
ン
ル
の
定
着
が
見

ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
、「
外
科
室
」
の
発
表
、「
悲
惨
小
説
」
等
の
仮
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
を

経
て
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
生
成
、
評
価
と
い
う
一
連
の
流
れ
か
ら

は
、
発
表
当
初
の
「
外
科
室
」
の
新
し
さ
、
受
け
手
の
と
ま
ど
い
と
い
っ
た
も
の

も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
逍
遙
や
抱
月
、
鷗
外
評
か
ら
は
、「
観
念
小
説
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
生
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
イ
デ
ア
（idea

）」
の
訳
語
を
め
ぐ

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
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に
「
社
会
に
罪
あ
り
」
と
い
ふ
の
観
念
を
あ
ら
は
せ
る
類
は
其
の
例
な

り
。

ｋ
、
森
鷗
外
「
め
さ
ま
し
草
」（
明
治
二
九
年
二
月
）

 
 

�
所
謂
観
念
小
説
は
狭
き
世
界
観
若
は
或
る
世
界
観
の
一
片
を
写
せ
る
小

説
な
り
。（
中
略
）
小
説
の
此
の
如
き
を
ば
古
来
傾テ
ン
デ
ン
シ
ロ
マ
ン

向
小
説
と
名
づ
け
来

れ
る
こ
と
、
世
の
審
美
家
の
知
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し

ｌ
、
高
山
樗
牛
「
作
家
の
道
念
と
観
念
」（『
太
陽
』
明
治
二
九
年
二
月
）

 
 

�

敏
捷
な
る
「
国
民
の
友
」
の
批
評
家
は
、近
来
小
説
界
の
趨
勢
を
案
じ
、

眉
山
、
鏡
花
以
下
、
所
謂
る
観
念
派
の
新
作
家
の
勃
興
を
以
て
、『
排
想

派
』
の
領
袖
た
り
し
紅
葉
一
輩
の
末
路
を
卜
し
（
略
）

ｍ
、
高
山
樗
牛
「
青
年
小
説
を
読
む
」（『
太
陽
』
明
治
二
九
年
三
月
）

 
 

�

泉
鏡
花
の
『
化
銀
杏
』
は
、「
外
科
室
」
と
共
に
彼
が
作
中
の
最
も
佳
な

る
も
の
と
し
て
、
推
薦
す
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
べ
し
。（
中
略
）『
化
銀
杏
』

に
於
て
、
彼
は
慥
に
一
歩
を
進
め
た
り
。
彼
は
骨
と
共
に
肉
を
捉
へ
む

と
試
み
た
り
、
而
し
て
彼
が
企
の
幾
分
は
美
事
に
成
功
し
た
り
き
。
鏡

花
は
た
し
か
に
健
全
な
る
発
達
を
為
し
た
り
と
謂
ふ
べ
し
。
彼
は
是
の

『
化
銀
杏
』
に
於
て
、愛
情
の
一
致
を
缼
き
た
る
夫
婦
の
如
何
に
不
幸
な

る
も
の
な
る
か
を
示
し
、
柔
婉
な
る
女
子
も
、
其
の
愛
情
の
自
由
の
為

に
は
、
如
何
に
恐
る
べ
き
決
心
と
、
行
動
と
を
作
為
し
得
べ
き
か
を
為

さ
む
と
せ
り
。

ｎ
、
高
山
樗
牛
「
泉
鏡
花
に
興
ふ
」（『
太
陽
』
明
治
三
〇
年
六
月
）

 
 

�

所
謂
る
観
念
派
が
当
時
の
声
名
は
、
従
来
作
家
の
沈
滞
不
振
に
対
す
る

一
の
反
動
に
過
ぎ
ざ
り
き
。（
中
略
）
要
す
る
に
、
君
が
作
は
真
摯
な
ら

ざ
る
な
り
、
性
惰
を
解
せ
ざ
る
な
り
、
人
生
を
観
ぜ
ざ
る
な
り
。
徒
に

筆
を
駆
り
て
境
を
作
り
、
清
新
奇
抜
を
以
て
名
を
求
め
む
と
す
る
の
策

は
、
之
を
三
年
前
に
施
す
べ
く
し
て
、
之
を
今
日
に
計
る
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。

　
す
で
に
成
瀬
正
勝
氏
に
よ
っ
て
、「
ｃ
」
の
抱
月
評
が
「
観
念
（
小
説
）」
の
命

名
の
契
機
で
あ
る（

（
（

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
の
「
ａ
」

「
ｂ
」
評
に
お
い
て
は
、「
観
念
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。「
ｂ
」
の
『
青
年
文
』
時

文
欄
で
は
、
従
来
の
「
恋
愛
小
説
」
や
「
侠
客
小
説
」、「
探
偵
小
説
」
で
は
な
い

と
し
、「
深
酷
」
と
い
う
語
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
「
深
酷
小
説
」
の
よ

う
に
、
明
確
な
規
定
を
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
当
然
、
当
時
駆
け
出
し
の
作

家
だ
っ
た
鏡
花
が
、
す
で
に
固
定
し
て
い
た
「
観
念
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

当
て
込
ん
で
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
に
順
に
同
時
代
評
を
確
認
す
る
と
、
今
日
ま
で
つ
づ
く
「「
外
科
室
」
＝

「
観
念
小
説
」
の
代
表
」
と
い
う
評
価
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
、
や
は
り

「
ｊ
」
の
島
村
抱
月
に
よ
る
評
価
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、「
観
念
」

と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
、
逍
遙
と
没
理
想
論
争
を
繰
り
広
げ
た
鷗
外
は
「
傾
向
小

説
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
も
、
高
山
樗
牛
が
「
ｌ
」「
ｎ
」
で
一
貫
し
て
「
観

念
」
の
語
を
使
用
し
て
お
り
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
語
、
ジ
ャ
ン
ル
の
定
着
が
見

ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
、「
外
科
室
」
の
発
表
、「
悲
惨
小
説
」
等
の
仮
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
を

経
て
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
生
成
、
評
価
と
い
う
一
連
の
流
れ
か
ら

は
、
発
表
当
初
の
「
外
科
室
」
の
新
し
さ
、
受
け
手
の
と
ま
ど
い
と
い
っ
た
も
の

も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
逍
遙
や
抱
月
、
鷗
外
評
か
ら
は
、「
観
念
小
説
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
生
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
イ
デ
ア
（idea

）」
の
訳
語
を
め
ぐ

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
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る
論
争
や
、
没
理
想
論
争
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
つ
ま
り
、「
外
科
室
」

が
「
観
念
小
説
」
と
命
名
さ
れ
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
は
、
既
存
の
ジ
ャ
ン
ル
で

は
語
れ
な
い
、
既
存
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
超
え
た
作
品
が
生
ま
れ
、
そ
れ
と
平
行
し

て
模
索
さ
れ
、
創
作
さ
れ
た
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
が
規
定
さ

れ
て
い
く
と
い
う
過
程
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
外

科
室
」
が
「
観
念
小
説
」
の
代
表
で
あ
る
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
文
学
史
を

語
る
上
で
は
重
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
外
科
室
」
の
「
観

念
小
説
」
の
命
名
ま
で
の
過
程
、「
観
念
小
説
」
の
語
に
込
め
ら
れ
た
意
味
、
そ
し

て
、
そ
の
背
景
が
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
い
ま（

（
（

、
た
だ
単
に
「
外
科
室
」
を
「
観
念

小
説
」
の
代
表
で
あ
る
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
、
意
味
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、「
外
科
室
」
を
「
観
念
小
説
」
と
い
う
枠
組
み
に
は
め
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

よ
っ
て
、「
外
科
室
」
の
読
み
を
制
約
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
枠
組
み
の
限
界

　
そ
も
そ
も
「
外
科
室
」
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
「
観
念
」
と
は
何
な
の
か
。

抱
月
は
最
後
の
一
文
に
、「
地
上
の
罪
悪
は
純
愛
の
前
に
消
滅
す
」
と
い
う
「
作
者

が
世
相
に
対
す
る
一
種
の
概
念（

（
（

」
を
読
み
取
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
対
社
会
的

な
意
義
は
否
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る（

（
（

。
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
三
田
英

彬
氏
は
、

発
表
当
時
、
文
壇
で
は
、
因
循
な
社
会
や
そ
れ
ま
で
の
「
軽
浮
な
恋
愛
小
説
」

等
に
対
す
る
、
正
面
切
っ
た
挑
戦
と
と
ら
れ
た
。
こ
の
一
文
を
ふ
く
む
「
外

科
室
」
の
出
現
は
、
他
の
「
観
念
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
品

と
と
も
に
、
文
壇
的
に
論
議
を
巻
き
起
こ
し
、
文
学
史
的
事
件
と
し
て
定
着

し
た
。
し
か
し
、
文
学
史
的
事
件
の
も
つ
意
味
と
、
文
学
作
品
と
し
て
の
価

値
は
か
な
ら
ず
し
も
重
な
ら
な
い
。
鏡
花
の
書
作
品
を
縦
観
す
る
と
き
、
作

品
そ
の
も
の
と
し
て
は
評
価
し
な
お
す
必
要
が
あ
っ
た（

（
（

。

と
「
外
科
室
」
に
は
「
観
念
小
説
」
と
い
う
過
去
の
評
価
に
囚
わ
れ
な
い
「
作
品

そ
の
も
の
」
と
し
て
の
再
評
価
の
必
要
性
を
訴
え
、
三
田
氏
や
笠
原
氏
が
相
次
い

で
、「
外
科
室
」
の
真
価
を
、
純
愛
対
社
会
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、「
絶
対
的

な
美
神
に
対
す
る
信
仰（

（
（

」
や
「
な
ま
ぐ
さ
い
現
世
的
葛
藤
を
消
去
し
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
根
源
的
な
愛
の
か
た
ち
を
照
射（
（1
（

」
す
る
鏡
花
固
有
の
ロ
マ
ン
に
求
め
る
べ

し
と
い
う
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
両
氏
の
主
張
は
「
外
科
室
」
＝
「
観
念
小
説
」
で
あ
る
と
い
う
強

固
な
定
説
を
覆
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
成
瀬
正
勝
氏
は
、「
す
な
わ
ち
元
来
に
、

本
質
的
に
、
彼
の
文
学
は
、
観
念
的
な
の
で
あ
っ
た（
（（
（

」
と
し
、
村
松
定
孝
氏
も

「「
外
科
室
」
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
夜
行
巡
査
」
の
概
念
的
な
の
に
比

し
て
、
そ
の
作
風
が
多
分
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
を
帯
び
て
い
る
」
と
し
な

が
ら
も
、「
外
科
室
」
の
最
後
の
「
一
語
が
「
夜
行
巡
査
」
の
末
尾
の
「
あ
ゝ
果
し

て
仁
な
り
や
…
…
」
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
観
念
小
説
と
称
さ
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
読
者
へ
の
呼
び
か
け
と
な
っ
て
い
る（
（1
（

」
と
し
て
い
る
。

　「
作
品
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
再
評
価
を
訴
え
た
当
の
三
田
氏
も
、
結
局
は
同

著
の
な
か
で
「
外
科
室
」
を
「
そ
の
後
の
数
多
い
作
品
を
通
じ
て
、
美
神
（
美
を

絶
対
的
価
値
と
す
る
）
に
対
す
る
信
仰
が
よ
り
濃
密
に
結
晶
し
て
ゆ
く
過
程
を
知
る

と
き
、そ
の
早
い
現
わ
れ
に
留
意
す
べ
き
出
世
作
」
で
あ
る
点
を
確
認
し
た
上
で
、

そ
の
理
由
を
「
美
を
至
上
価
値
と
す
る
観
念
が
、
純
愛
の
相
を
借
り
て
発
現
し
て

い
る
こ
と
」
に
求
め
て
お
り（
（1
（

、
笠
原
氏
も
、「
外
科
室
」
の
「
愛
は
徹
底
し
て
、
心

的
な
、
観
念
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い（
（1
（

」
と
、
結
局
、「
観
念
」
と
い
う
語

に
よ
っ
て
本
作
を
規
定
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
批
判
し
つ
つ
、
更
な
る
「
外
科
室
」
の
再
評
価
を
企
図
し

た
鈴
木
啓
子
氏
で
さ
え
、「「
外
科
室
」
は
け
っ
し
て
理
屈
の
先
行
す
る
観
念
的
な

作
品
に
は
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
高
峰
の
愛
は
「
観
念
的
な
恋
愛

の
か
た
ち
」
で
あ
り
、「
鏡
花
の
描
く
愛
」
は
「
観
念
的
」
で
あ
る
と
し
て
い
る（
（1
（

。

そ
の
他
で
は
、
種
田
和
加
子
氏
が
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
評
価
に
と
ら
わ
れ
な

い
「
外
科
室
」
論（
（1
（

を
展
開
し
て
い
る
が
、
最
新
の
泉
鏡
花
作
品
集
で
あ
る
『
新
編

泉
鏡
花
集
』
の
「
解
題
」
に
お
い
て
も
、「
外
科
室
」
の
「
観
念
小
説
」
と
い
う
評

価
が
変
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
、
現
在
で
も
、
抱
月
以
来
の
評
価
が
変
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
、
す
で
に
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
問
い
で
あ
る
が
、
果
た

し
て
「
外
科
室
」
は
本
当
に
「
観
念
小
説
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
鏡
花
が
「
外
科

室
」
に
お
い
て
描
い
た
愛
、
夫
人
と
高
峰
の
愛
は
、「
観
念
的
」
な
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。「
根
源
的
な
愛
の
か
た
ち（
（1
（

」、「
来
世
あ
る
い
は
天
上
の
世
界
で
の
愛（
（1
（

」
等
、

従
来
の
「
外
科
室
」
評
で
一
致
し
て
い
る
の
は
、「
夫
人
は
高
峰
と
結
ば
れ
る
こ
と

な
く
秘
密
を
守
り
抜
い
た
」「
夫
人
と
高
峰
の
愛
は
純
愛
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
外
科
室
」
と
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
作
品
に
田
澤
稲
舟
の
「
唯
我

獨
尊（
（1
（

」
が
あ
る
。
男
性
の
視
点
で
描
か
れ
た
「
外
科
室
」
に
対
し
て
、
女
性
の
視

点
で
そ
れ
を
焼
き
直
し
た
と
評
さ
れ
る
「
唯
我
独
尊
」
で
あ
る
が
、
一
方
は
現
在

ま
で
読
み
継
が
れ
、
一
方
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
何
か
。
そ
れ

は
、
貴
船
伯
爵
夫
人
と
は
異
な
り
、
梅
園
伯
爵
夫
人
が
最
後
に
、
麻
酔
薬
の
陶
酔

の
中
で
医
師
柳
田
へ
の
想
い
を
思
い
の
丈
に
叫
び
、
彼
と
の
愛
を
実
ら
せ
る
点
に

あ
る
。
文
章
の
巧
拙
と
い
っ
た
こ
と
の
前
に
、
夫
人
と
医
師
の
愛
が
純
愛
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
純
愛
を
良
し
と
す
る
社
会
の
中

で
、「
外
科
室
」
は
評
価
さ
れ
、
秘
密
を
守
り
、
死
を
選
ん
だ
夫
人
の
姿
は
、「
絶

対
的
な
美
神
」
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
偶
像
視
さ
れ
、
理
想
の
女
性
像
と
し
て
礼

賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
地
上
」
で
結
ば
れ
る
こ
と
の
な
い

夫
人
と
高
峰
の
物
語
は
、
悲
恋
の
物
語
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し
て
受
容
さ
れ
る
。
こ

れ
が
、
三
田
氏
ら
の
「
外
科
室
」
の
再
評
価
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
、「
外
科

室
」
が
「
観
念
小
説
」
で
あ
る
と
い
う
「
読
み
」
は
、
二
人
の
「
理
想
の
愛
」
が

「
観
念
」
的
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
「
読
者
」
の
欲
望
と
い
つ
し
か
深
く
結
び
つ

い
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
鈴
木
氏
は
「
麻
酔
を
拒
否
す
る
伯
爵
夫
人
の
真
の
目
的
は
、

秘
密
の
固
守
で
は
な
く
、
高
峰
の
前
に
晒
さ
れ
た
自
ら
の
身
体
を
性
愛
の
対
象
へ

と
転
換
し
、
冷
静
に
医
療
に
望
む
高
峰
を
、
性
的
な
男
女
の
関
係
へ
と
引
き
込
む

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
夫
人
と
高
峰
の
手
術
の
シ
ー
ン
に
は
、「
性

的
な
意
味
合
い
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
し
、
種
田
氏
も
そ
れ
に
同
意
し
て
い

る
。

　「
高た
か

峰み
ね

様さ
ま

だ
ら
う
ね
」「
可い

い
よ
、
痛い
た

か
あ
な
い
よ
」「
殺こ
ろ

さ
れ
て
も
痛い
た

か
あ
な

い
」「
否い
ゝ
え、

貴あ
な
た下

だ
か
ら
、
貴あ
な
た下

だ
か
ら
」「
貴あ
な
た下

は
、
私
わ
た
く
しを

知し

り
ま
す
ま
い
！
」

愛
す
る
高
峰
に
よ
る
「
痛
い
」、「
痛
い
」
麻
酔
な
し
の
手
術
に
望
む
夫
人
の
胸
中

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

サ
ド
・
マ
ゾ
界
に
加
わ
っ
て
い
る
人
々
は
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
と
彼
を
苦
し
め
る

者
と
の
法
的
関
係
を
、
患
者
と
医
者
の
関
係
と
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え

る
傾
向
が
あ
る（
11
（

。

と
い
う
。
麻
酔
な
し
の
手
術
、
そ
れ
は
、
夫
人
に
と
っ
て
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
行
為

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
刀た

う

を
取と

る
先せ
ん

生せ
い

は
、
高た
か

峰み
ね

様さ
ま

だ
ら
う
ね
！
」

「
は
い
、
外げ

科く
わ

々く
ち
や
う長

で
す
。
い
く
ら
高た
か
み
ね峰

様さ
ま

で
も
痛い
た

く
な
く
お
切き

り
申ま
を

す
こ

と
は
出で

來き

ま
せ
ん
。」

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論

三
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
批
判
し
つ
つ
、
更
な
る
「
外
科
室
」
の
再
評
価
を
企
図
し

た
鈴
木
啓
子
氏
で
さ
え
、「「
外
科
室
」
は
け
っ
し
て
理
屈
の
先
行
す
る
観
念
的
な

作
品
に
は
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
高
峰
の
愛
は
「
観
念
的
な
恋
愛

の
か
た
ち
」
で
あ
り
、「
鏡
花
の
描
く
愛
」
は
「
観
念
的
」
で
あ
る
と
し
て
い
る（
（1
（

。

そ
の
他
で
は
、
種
田
和
加
子
氏
が
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
評
価
に
と
ら
わ
れ
な

い
「
外
科
室
」
論（
（1
（

を
展
開
し
て
い
る
が
、
最
新
の
泉
鏡
花
作
品
集
で
あ
る
『
新
編

泉
鏡
花
集
』
の
「
解
題
」
に
お
い
て
も
、「
外
科
室
」
の
「
観
念
小
説
」
と
い
う
評

価
が
変
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
、
現
在
で
も
、
抱
月
以
来
の
評
価
が
変
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
、
す
で
に
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
問
い
で
あ
る
が
、
果
た

し
て
「
外
科
室
」
は
本
当
に
「
観
念
小
説
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
鏡
花
が
「
外
科

室
」
に
お
い
て
描
い
た
愛
、
夫
人
と
高
峰
の
愛
は
、「
観
念
的
」
な
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。「
根
源
的
な
愛
の
か
た
ち（
（1
（

」、「
来
世
あ
る
い
は
天
上
の
世
界
で
の
愛（
（1
（

」
等
、

従
来
の
「
外
科
室
」
評
で
一
致
し
て
い
る
の
は
、「
夫
人
は
高
峰
と
結
ば
れ
る
こ
と

な
く
秘
密
を
守
り
抜
い
た
」「
夫
人
と
高
峰
の
愛
は
純
愛
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
外
科
室
」
と
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
作
品
に
田
澤
稲
舟
の
「
唯
我

獨
尊（
（1
（

」
が
あ
る
。
男
性
の
視
点
で
描
か
れ
た
「
外
科
室
」
に
対
し
て
、
女
性
の
視

点
で
そ
れ
を
焼
き
直
し
た
と
評
さ
れ
る
「
唯
我
独
尊
」
で
あ
る
が
、
一
方
は
現
在

ま
で
読
み
継
が
れ
、
一
方
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
何
か
。
そ
れ

は
、
貴
船
伯
爵
夫
人
と
は
異
な
り
、
梅
園
伯
爵
夫
人
が
最
後
に
、
麻
酔
薬
の
陶
酔

の
中
で
医
師
柳
田
へ
の
想
い
を
思
い
の
丈
に
叫
び
、
彼
と
の
愛
を
実
ら
せ
る
点
に

あ
る
。
文
章
の
巧
拙
と
い
っ
た
こ
と
の
前
に
、
夫
人
と
医
師
の
愛
が
純
愛
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
純
愛
を
良
し
と
す
る
社
会
の
中

で
、「
外
科
室
」
は
評
価
さ
れ
、
秘
密
を
守
り
、
死
を
選
ん
だ
夫
人
の
姿
は
、「
絶

対
的
な
美
神
」
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
偶
像
視
さ
れ
、
理
想
の
女
性
像
と
し
て
礼

賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
地
上
」
で
結
ば
れ
る
こ
と
の
な
い

夫
人
と
高
峰
の
物
語
は
、
悲
恋
の
物
語
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し
て
受
容
さ
れ
る
。
こ

れ
が
、
三
田
氏
ら
の
「
外
科
室
」
の
再
評
価
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
、「
外
科

室
」
が
「
観
念
小
説
」
で
あ
る
と
い
う
「
読
み
」
は
、
二
人
の
「
理
想
の
愛
」
が

「
観
念
」
的
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
「
読
者
」
の
欲
望
と
い
つ
し
か
深
く
結
び
つ

い
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
鈴
木
氏
は
「
麻
酔
を
拒
否
す
る
伯
爵
夫
人
の
真
の
目
的
は
、

秘
密
の
固
守
で
は
な
く
、
高
峰
の
前
に
晒
さ
れ
た
自
ら
の
身
体
を
性
愛
の
対
象
へ

と
転
換
し
、
冷
静
に
医
療
に
望
む
高
峰
を
、
性
的
な
男
女
の
関
係
へ
と
引
き
込
む

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
夫
人
と
高
峰
の
手
術
の
シ
ー
ン
に
は
、「
性

的
な
意
味
合
い
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
し
、
種
田
氏
も
そ
れ
に
同
意
し
て
い

る
。

　「
高た
か

峰み
ね

様さ
ま

だ
ら
う
ね
」「
可い

い
よ
、
痛い
た

か
あ
な
い
よ
」「
殺こ
ろ

さ
れ
て
も
痛い
た

か
あ
な

い
」「
否い
ゝ
え、

貴あ
な
た下

だ
か
ら
、
貴あ
な
た下

だ
か
ら
」「
貴あ
な
た下

は
、
私
わ
た
く
しを

知し

り
ま
す
ま
い
！
」

愛
す
る
高
峰
に
よ
る
「
痛
い
」、「
痛
い
」
麻
酔
な
し
の
手
術
に
望
む
夫
人
の
胸
中

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

サ
ド
・
マ
ゾ
界
に
加
わ
っ
て
い
る
人
々
は
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
と
彼
を
苦
し
め
る

者
と
の
法
的
関
係
を
、
患
者
と
医
者
の
関
係
と
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え

る
傾
向
が
あ
る（
11
（

。

と
い
う
。
麻
酔
な
し
の
手
術
、
そ
れ
は
、
夫
人
に
と
っ
て
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
行
為

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
刀た

う

を
取と

る
先せ
ん

生せ
い

は
、
高た
か

峰み
ね

様さ
ま

だ
ら
う
ね
！
」

「
は
い
、
外げ

科く
わ

々く
ち
や
う長

で
す
。
い
く
ら
高た
か
み
ね峰

様さ
ま

で
も
痛い
た

く
な
く
お
切き

り
申ま
を

す
こ

と
は
出で

來き

ま
せ
ん
。」

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
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「
可い

い
よ
、
痛い
た

か
あ
な
い
よ
。」

　（
中
略
）

　
看か
ん

護ご

婦ふ

は
お
ど
〳
〵
し
な
が
ら
、

「
先せ
ん
せ
い生

、
こ
の
ま
ゝ
で
い
ゝ
ん
で
す
か
。」

「
あ
ゝ
可い

い
だ
ら
う
。」

「
ぢ
や
あ
、
お
押お
さ

へ
申ま
を

し
ま
せ
う
。」

　
醫い

學が
く

士し

は
一ち
よ
つ
と寸

手て

を
擧あ

げ
て
、
輕か
る

く
押お
し

留と
ゞ

め
、

「
な
に
、
そ
れ
に
も
及お
よ

ぶ
ま
い
。」

　
謂い

ふ
時と
き

疾は
や

く
其そ
の

手て

は
既す
で

に
病び
や
う
し
や者

の
胸む
ね

を
掻か
き

開あ

け
た
り
、夫ふ

人じ
ん

は
兩り
や
う

手て

を
肩か
た

に
組く

み
て
身み

動う
ご

き
だ
も
せ
ず
。

　
恁か
ゝ

り
し
時と
き

醫い

學が
く

士し

、
誓ち
か

ふ
が
如ご
と

く
、
深
し
ん
ち
よ
う
げ
ん
し
ゆ
く

重
嚴
肅
な
る
音お
ん
て
う調

も
て
、

「
夫ふ

人じ
ん

、
責せ
き
に
ん任

を
負お

つ
て
手し
ゆ
じ
ゆ
つ

術
し
ま
す
。」

時と
き

に
高た
か
み
ね峰

の
風ふ
う
さ
い采

は
一い
つ
し
ゅ種

神し
ん
せ
い聖

に
し
て
犯を
か

す
べ
か
ら
ざ
る
異い

樣や
う

の
も
の
に
て

あ
り
し
な
り
。

「
何ど

う
ぞ
。」

以
上
の
文
章
は
、
問
題
の
手
術
の
シ
ー
ン
の
導
入
部
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ー
ン
は

「
刀た

う

を
取と

る
先せ
ん

生せ
い

は
、
高た
か

峰み
ね

様さ
ま

だ
ら
う
ね
！
」
と
い
う
夫
人
の
問
い
か
け
、
そ
し

て
、
そ
れ
に
対
す
る
高
峰
の
「
夫ふ

人じ
ん

、
責せ
き
に
ん任

を
負お

つ
て
手し
ゆ
じ
ゆ
つ

術
し
ま
す
。」
と
い
う
応

答
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
、『
批
評
と
臨
床
』

の
中
で
、

第
一
に
、
マ
ゾ
ッ
ホ
は
苦
痛
に
関
す
る
問
い
を
転
移
さ
せ
る
。
そ
れ
が
い
か

に
強
烈
な
も
の
で
あ
れ
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
の
主
人
公
が
み
ず
か
ら
に
加
え
さ
せ

る
苦
痛
の
数
々
は
、
契
約
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
事
の
核
心
を
な
す

女
に
服
従
す
る
と
い
う
契
約
で
あ
る
。
こ
の
契
約
が
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
に
根
ざ
す

仕
方
は
依
然
一
つ
の
神
秘
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
る
で
、
快
楽

に
結
ば
れ
た
欲
望
の
絆
を
断
ち
切
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う

だ
。
つ
ま
り
、
快
楽
は
欲
望
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
う
、
し
た
が
っ
て
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
の
欲
望
の
構
成
は
、
快
楽
を
払
い
除
け
、
無
限
に
斥
け
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
執
行
人
た
る
女
は
、
苦
痛
の
引
き
延
ば
さ
れ

た
波
動
を
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
に
向
け
て
送
っ
て
よ
こ
し
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
は
そ
の
波

動
を
活
用
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
波
動
か
ら
快
楽
を
引
き
出
す
た
め
で

は
明
ら
か
に
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
そ
の
流
れ
を
遡
り
、
そ
こ

か
ら
欲
望
の
中
断
さ
れ
ざ
る
プ
ロ
セ
ス
を
作
り
出
す
た
め
で
あ
る
。
事
の
核

心
は
、
充
溢
と
し
て
の
、
肉
体
的
か
つ
精
神
的
な
強
度
と
し
て
の
待
機
、
あ

る
い
は
宙
吊
り
状
態
と
な
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
終
わ
り
な
き
契
約
―
―
宙

吊
り
と
い
う
相
互
補
完
性
は
、
マ
ゾ
ッ
ホ
に
お
い
て
、
カ
フ
カ
に
お
け
る
法

廷
と
「
無
期
延
期
」
の
そ
れ
に
似
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

遅
延
さ
れ
た
運
命
、
法
律
万
能
主
義
、
そ
れ
も
極
端
な
法
律
万
能
主
義
、
法

と
一
致
す
る
こ
と
の
ま
っ
た
く
な
い
（
正
義
）。（
1（
（

と
、マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
を
定
義
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
た
場
合
、夫
人
と
高

峰
の
麻
酔
な
し
の
手
術
も
二
人
の
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
手
術
の
途
中
、
夫

人
は
「
高た
か
み
ね峰

が
手て

に
せ
る
刀メ
ス

に
片か
た

手て

を
添そ

へ
て
、
乳ち

の
下し
た

深ふ
か

く
掻か
き

切き

り
」
自
害
し

て
し
ま
う
た
め
、そ
こ
で
契
約
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、

そ
う
す
る
こ
と
で
、
高
峰
に
「
永
遠
に
自
分
を
追
わ
せ
る
」
と
い
う
契
約
を
結
ば

せ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
高
峰
は
夫
人
の
後
を
追
っ
て

お
り
、
そ
こ
で
物
語
も
「
宙
吊
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
二
人
の
麻
酔
な
し

の
手
術
は
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
行
為
だ
っ
た
の
だ
。

　
こ
こ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
婦
人
と
高
峰
の
愛
は
、
純
愛

を
良
し
と
す
る
社
会
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
「
観
念
的
」
な
も
の
で
は
な

三
八

く
、
非
常
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
、
肉
体
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
読
者
」
の

欲
望
か
ら
規
定
さ
れ
続
け
て
き
た
「
外
科
室
」
が
「
観
念
小
説
」
で
あ
る
と
い
う

評
価
・
規
定
は
、「
外
科
室
」
の
読
み
を
制
限
し
て
き
た
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
、「
外
科
室
」
の
「
視
覚
性
」

　
こ
こ
ま
で
「
読
者
」
の
欲
望
と
い
う
観
点
か
ら
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
枠
組
み

に
ま
つ
わ
る
問
題
項
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
別
の
側
面
か
ら

も
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
「
視
覚
性
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
す
で
に
拙
著（
11
（

に
お
い
て
鏡
花
作
品
の
「
視
覚
性
」
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
鏡
花
作
品
は

視
聴
覚
芸
術
化
し
て
二
次
創
作
を
、創
作
し
た
い
／
享
受
し
た
い
と
い
う
「
読
者
」

の
欲
望
を
刺
激
す
る
も
の
が
多
く
、
事
実
、
現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

化
が
さ
れ
続
け
て
い
る
。「
外
科
室
」
も
一
九
九
二
年
に
映
画
化
さ
れ
て
い
る（
11
（

。

　
監
督
と
脚
本
を
務
め
た
坂
東
玉
三
郎
は
、
対
談
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

玉
三
郎

　
え
え
、「
外
科
室
」
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郡
　
司

　
え
っ
、
そ
れ
は
も
う
決
ま
っ
て
い
た
の
。

玉
三
郎

　�

え
え
。
僕
も
鏡
花
先
生
好
き
で
す
か
ら
ね
。
た
だ
鏡
花
先
生
を
僕

な
り
に
解
釈
し
よ
う
な
ん
て
気
は
な
い
ん
で
す
。
小
説
に
書
い
て

あ
る
と
お
り
に
撮
っ
て
い
っ
て
編
集
す
れ
ば
い
い
と
、
ち
ょ
っ
と

僭
越
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、鏡
花
作
品
を
書
き
な
お
す
つ
も
り
は
全
然
な
い
ん
で
す
。

た
だ
、
画
面
に
し
た
と
き
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
一
番
小
説

に
近
い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
し
か
課
題
は
な
い
ん
で
す
。（
11
（

少
々
乱
暴
で
あ
る
が
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
小
説
を
脚
本
に
、
映
画
を
撮
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。�

佐
伯
順
子
氏
は
、「
地
の
文
」
を
省
略
す
る
と
い
う
方
法
で
、小
説
『
日
本
橋
』
と
、

戯
曲
『
日
本
橋
』
を
比
較
し
て
い
る（
11
（

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
倣
い
、「
外
科
室
」
を

「
台
詞
＋
ト
書
き
」
の
脚
本
形
式
に
書
き
改
め
て
み
た
い
。

Ａ

「
御ご

前ぜ
ん

、
姫ひ
い

様さ
ま

は
や
う
〳
〵
お
泣な

き
止や

み
遊あ
そ

ば
し
て
、
別べ
つ

室し
つ

に
大お
と
な人

し
う
在い

ら
つ
し
や
い
ま
す
。」

伯は
く

は
も
の
い
は
で
頷う
な
づけ

り
。

看か
ん

護ご

婦ふ

は
吾わ

が
醫い

學が
く

士し

の
前ま

へ

に
進す

ゝ

み
て
、

「
そ
れ
で
は
、
貴あ
な
た下

。」

「
宜よ
ろ

し
い
。」

と
一ひ
と
こ
と言

答こ
た

へ
た
る
醫い

學が
く

士し

の
声こ
ゑ

は
、
此こ
の

時と
き

少す
こ

し
く
震ふ
る
へへ

を
帯お

び
て
ぞ
予よ

が
耳み
ゝ

に
は
達た
つ

し
た
る
。
其そ
の
か
ほ
い
ろ

顔
色
は
如い

か何
に
し
け
む
、
俄に
は
かに

少す
こ

し
く
變か
は

は
り
た
り
。

　
さ
て
は
如い

か何
な
る
醫い

學が
く

士し

も
、
驚す

破わ

と
い
ふ
場ば

合あ

に
望の
ぞ

み
て
は
、
さ
す
が

に
懸け

念ね
ん

の
な
か
ら
む
や
と
、
予よ

は
同ど
う

情じ
や
うを

表へ
う

し
た
り
き
。
看か
ん

護ご

婦ふ

は
醫い

學が
く

士し

の
旨む
ね

を
領り
や
うし

て
後の
ち

、
彼か

の
腰こ
し

元も
と

に
立た
ち
む
か向

ひ
て
、

「
も
う
、
何な
ん

で
す
か
ら
、
彼あ

の
こ
と
を
、
一ち
よ
つ
と寸

、
貴あ
な
た下

か
ら
。」

腰こ
し
も
と元

は
其そ
の

意い

を
得え

て
、手し
ゆ
じ
ゆ
つ
だ
い

術
臺
に
擦す
り

寄よ

り
つ
。
優い
う

に
膝ひ
ざ

の
邊あ
た
りま

で
兩り
や
う

手て

を
さ

下
げ
て
、
し
と
や
か
に
立り
つ
れ
い禮

し
、

「
夫お
く
さ
ま人

、
唯た
ゞ
い
ま今

、
お
藥く
す
りを

差さ
し

上あ

げ
ま
す
。
何ど

う
ぞ
其そ
れ

を
、
お
聞き

き
遊あ
そ

ば
し
て
、

い
ろ
は
で
も
、
數す
う

字じ

で
も
、
お
算か
ぞ

へ
遊あ
そ

ば
し
ま
す
よ
う
に
。」

伯は
く
し
や
く
ふ
じ
ん

爵
夫
人
は
答こ
た
へな

し
。

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論

三
九

1338



く
、
非
常
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
、
肉
体
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
読
者
」
の

欲
望
か
ら
規
定
さ
れ
続
け
て
き
た
「
外
科
室
」
が
「
観
念
小
説
」
で
あ
る
と
い
う

評
価
・
規
定
は
、「
外
科
室
」
の
読
み
を
制
限
し
て
き
た
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
、「
外
科
室
」
の
「
視
覚
性
」

　
こ
こ
ま
で
「
読
者
」
の
欲
望
と
い
う
観
点
か
ら
、「
観
念
小
説
」
と
い
う
枠
組
み

に
ま
つ
わ
る
問
題
項
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
別
の
側
面
か
ら

も
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
「
視
覚
性
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
す
で
に
拙
著（
11
（

に
お
い
て
鏡
花
作
品
の
「
視
覚
性
」
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
鏡
花
作
品
は

視
聴
覚
芸
術
化
し
て
二
次
創
作
を
、創
作
し
た
い
／
享
受
し
た
い
と
い
う
「
読
者
」

の
欲
望
を
刺
激
す
る
も
の
が
多
く
、
事
実
、
現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

化
が
さ
れ
続
け
て
い
る
。「
外
科
室
」
も
一
九
九
二
年
に
映
画
化
さ
れ
て
い
る（
11
（

。

　
監
督
と
脚
本
を
務
め
た
坂
東
玉
三
郎
は
、
対
談
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

玉
三
郎

　
え
え
、「
外
科
室
」
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郡
　
司

　
え
っ
、
そ
れ
は
も
う
決
ま
っ
て
い
た
の
。

玉
三
郎

　�

え
え
。
僕
も
鏡
花
先
生
好
き
で
す
か
ら
ね
。
た
だ
鏡
花
先
生
を
僕

な
り
に
解
釈
し
よ
う
な
ん
て
気
は
な
い
ん
で
す
。
小
説
に
書
い
て

あ
る
と
お
り
に
撮
っ
て
い
っ
て
編
集
す
れ
ば
い
い
と
、
ち
ょ
っ
と

僭
越
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、鏡
花
作
品
を
書
き
な
お
す
つ
も
り
は
全
然
な
い
ん
で
す
。

た
だ
、
画
面
に
し
た
と
き
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
一
番
小
説

に
近
い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
し
か
課
題
は
な
い
ん
で
す
。（
11
（

少
々
乱
暴
で
あ
る
が
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
小
説
を
脚
本
に
、
映
画
を
撮
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。�

佐
伯
順
子
氏
は
、「
地
の
文
」
を
省
略
す
る
と
い
う
方
法
で
、小
説
『
日
本
橋
』
と
、

戯
曲
『
日
本
橋
』
を
比
較
し
て
い
る（
11
（

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
倣
い
、「
外
科
室
」
を

「
台
詞
＋
ト
書
き
」
の
脚
本
形
式
に
書
き
改
め
て
み
た
い
。

Ａ

「
御ご

前ぜ
ん

、
姫ひ
い

様さ
ま

は
や
う
〳
〵
お
泣な

き
止や

み
遊あ
そ

ば
し
て
、
別べ
つ

室し
つ

に
大お
と
な人

し
う
在い

ら
つ
し
や
い
ま
す
。」

伯は
く

は
も
の
い
は
で
頷う
な
づけ

り
。

看か
ん

護ご

婦ふ

は
吾わ

が
醫い

學が
く

士し

の
前ま
へ

に
進す
ゝ

み
て
、

「
そ
れ
で
は
、
貴あ
な
た下

。」

「
宜よ
ろ

し
い
。」

と
一ひ
と
こ
と言

答こ
た

へ
た
る
醫い

學が
く

士し

の
声こ
ゑ

は
、
此こ
の

時と
き

少す
こ

し
く
震ふ
る
へへ

を
帯お

び
て
ぞ
予よ

が
耳み
ゝ

に
は
達た
つ

し
た
る
。
其そ
の
か
ほ
い
ろ

顔
色
は
如い

か何
に
し
け
む
、
俄に
は
かに

少す
こ

し
く
變か
は

は
り
た
り
。

　
さ
て
は
如い

か何
な
る
醫い

學が
く

士し

も
、
驚す

破わ

と
い
ふ
場ば

合あ

に
望の
ぞ

み
て
は
、
さ
す
が

に
懸け

念ね
ん

の
な
か
ら
む
や
と
、
予よ

は
同ど
う

情じ
や
うを

表へ
う

し
た
り
き
。
看か
ん

護ご

婦ふ

は
醫い

學が
く

士し

の
旨む
ね

を
領り
や
うし

て
後の
ち

、
彼か

の
腰こ
し

元も
と

に
立た
ち
む
か向

ひ
て
、

「
も
う
、
何な
ん

で
す
か
ら
、
彼あ

の
こ
と
を
、
一ち
よ
つ
と寸

、
貴あ
な
た下

か
ら
。」

腰こ
し
も
と元

は
其そ
の

意い

を
得え

て
、手し
ゆ
じ
ゆ
つ
だ
い

術
臺
に
擦す
り

寄よ

り
つ
。
優い
う

に
膝ひ
ざ

の
邊あ
た
りま

で
兩り
や
う

手て

を
さ

下
げ
て
、
し
と
や
か
に
立り
つ
れ
い禮

し
、

「
夫お
く
さ
ま人

、
唯た
ゞ
い
ま今

、
お
藥く
す
りを

差さ
し

上あ

げ
ま
す
。
何ど

う
ぞ
其そ
れ

を
、
お
聞き

き
遊あ
そ

ば
し
て
、

い
ろ
は
で
も
、
數す
う

字じ

で
も
、
お
算か
ぞ

へ
遊あ
そ

ば
し
ま
す
よ
う
に
。」

伯は
く
し
や
く
ふ
じ
ん

爵
夫
人
は
答こ
た
へな

し
。

泉
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「
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Ａ
２
（「
台
詞
＋
ト
書
き
」）

「
御ご

前ぜ
ん

、
姫ひ

い
さ
ま様

は
や
う
〳
〵
お
泣な

き
止や

み
遊あ

そ

ば
し
て
、
別べ

つ
し
つ室

に
大お

と
な人

し
う
在い

ら
つ
し
や
い
ま
す
。」

（
伯は
く

は
も
の
い
は
で
頷う
な
づけ

り
）

（
看か
ん

護ご

婦ふ

は
吾わ

が
醫い

學が
く

士し

の
前ま
へ

に
進す
ゝ

み
て
、）

「
そ
れ
で
は
、
貴あ
な
た下

。」

「
宜よ
ろ

し
い
。」

（
と
一ひ
と
こ
と言

答こ
た

へ
た
る
醫い

學が
く

士し

の
声こ
ゑ

は
、
此こ
の

時と
き

少す
こ

し
く
震ふ
る
へへ

を
帯お

び
、
其そ
の
か
ほ
い
ろ

顔
色

は
、
俄に
は
かに

少す
こ

し
く
變か

は
り
た
り
）

（
看か
ん

護ご

婦ふ

は
醫い

學が
く

士し

の
旨む
ね

を
領り
や
うし

て
後の
ち

、
彼か

の
腰こ
し
も
と元

に
立た
ち
む
か向

ひ
て
、）

「
も
う
、
何な
ん

で
す
か
ら
、
彼あ

の
こ
と
を
、
一ち
よ
つ
と寸

、
貴あ
な
た下

か
ら
。」

（
腰こ
し
も
と元

は
其そ
の

意い

を
得え

て
、
手し
ゆ
じ
ゆ
つ
だ
い

術
臺
に
擦す
り

寄よ

り
、
優い
う

に
膝ひ
ざ

の
邊あ
た
りま

で
兩り
や
う

手て

を
下さ

げ
て
、
し
と
や
か
に
立り
つ
れ
い禮

し
、）

「
夫お
く
さ
ま人

、
唯た
ゞ
い
ま今

、
お
藥く
す
りを

差さ
し

上あ

げ
ま
す
。
何ど

う
ぞ
其そ
れ

を
、
お
聞き

き
遊あ
そ

ば
し
て
、

い
ろ
は
で
も
、
數す
う

字じ

で
も
、
お
算か
ぞ

へ
遊あ
そ

ば
し
ま
す
よ
う
に
。」

（
伯は
く
し
や
く
ふ
じ
ん

爵
夫
人
は
答こ
た
へな

し
。）

Ａ
は
原
作
、Ａ
２
は
、Ａ
を
「
台
詞
＋
ト
書
き
」
の
形
式
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ

る
。
Ａ
２
に
お
い
て
筆
者
が
加
筆
し
た
部
分
は
一
箇
所
も
な
く
、
地
の
文
を
少
々

削
っ
た
だ
け
で
「
台
詞
＋
ト
書
き
」
の
形
式
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

よ
う
に
、「
外
科
室
」
を
そ
の
ま
ま
脚
本
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
可
能
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
、
映
画
で
は
原
作
の
台
詞
は
そ
の
ま
ま
役
者
が
演
じ

る
登
場
人
物
の
台
詞
と
し
て
発
声
さ
れ
、
地
の
文
で
あ
る
「
予
」
の
語
り
も
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。
視
覚
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
映
像

の
長
所
を
最
大
限
に
活
か
し
つ
つ
も
、
所
謂
「
原
作
に
忠
実
な
映
像
化
」
を
試
み

た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
化
で
き
な
い
地
の
文
も
丁
寧
に
映
像
化
が
な
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
上
」
で
の
手
術
室
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。

ぢ
つ
と
高た
か
み
ね峰

を
見み

詰つ

め
た
る
ま
ゝ
、
胸む
ね

に
臨の
ぞ

め
る
鋭ナ
イ
フ刀

に
も
眼め

を
塞ふ
さ

が
む
と

は
な
さ
ざ
り
き
。

　
唯と

見み

れ
ば
雪ゆ
き

の
寒か
ん

紅こ
う

梅ば
い

、
血ち

汐し
お

は
胸む
ね

よ
り
つ
と
流な
が

れ
て
、
さ
と
白び
や
く

衣え

を
染そ

む
る
と
と
も
に
、
夫ふ

人じ
ん

の
顔か
を

は
旧も
と

の
如ご
と

く
、
い
と
蒼あ
お

白じ
ろ

く
な
り
け
る
が
、

　 

（
中
略
）

三
秒セ
コ
ン
ドに

し
て
渠か
れ

が
手し
ゆ

術じ
ゆ
つは

、
ハ
ヤ
其そ
の

佳か

境き
や
うに

進す
す

み
つ
ゝ
、
刀メ
ス

骨ほ
ね

に
達た
つ

す
と
覚お
ぼ

し
き
時と
き

、「
あ
。」
と
深し
ん

刻こ
く

な
る
声こ
ゑ

を
絞し
ぼ

り
て
、
二は

つ

か
十
日
以い

来ら
い

寝ね

返が
へ

り
さ
へ
も

得え

せ
ず
と
聞き

き
た
る
、
夫ふ

人じ
ん

は
俄が

然ぜ
ん

器き
く
わ
い械

の
如ご
と

く
、
其そ
の

半は
ん

身し
ん

を
跳は
ね

お
き
つ
ゝ
、

刀と
う

取と

れ
る
高こ
う

峰ほ
う

が
右め

手て

の
腕か
ひ
なに

両り
や
う

手て

を
確し

か
と
取と
り
す
が縋

り
ぬ
。

こ
の
後
、
夫
人
は
「
永
遠
に
自
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蒼
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流
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。
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こ
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が
示
す
の
は
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外
科
室
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が
非
常
に
イ
メ
ー
ジ
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抱
き
や
す
い
作

品
で
あ
り
、
視
覚
性
に
溢
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
〇

四
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
し
て
の
映
画
『
外
科
室
』

　
前
章
で
は
、小
説
「
外
科
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が
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で
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画
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外
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の
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た
作
品
で
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と
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は
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か
ら
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テ
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ト
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と
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う
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材
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を
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で
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に
は
メ
デ
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ア
の
違
い
か
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来
る
差
異
も
存
在
す
る
。
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こ
で
は
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そ
の
差
異

を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
大
き
な
違
い
と
し
て
、
映
画
『
外
科
室
』
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ー
ク
ェ

ン
ス
が
複
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
冒
頭
と
末
尾
に
加
え
ら
れ
た
清
長
（
映
画
版

で
は
「
予
」
に
名
前
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
映
画
版
の
「
予
」
は
清
長
と
表
記
す

る
）
と
老
人
（
映
画
版
独
自
の
登
場
人
物
）
の
会
話
シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
原
作
小
説
は
、「
上
」
と
過
去
回
想
の
「
下
」
か
ら
な
る
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
、

實じ
つ

は
好か
う

奇き

心し
ん

の
故ゆ
ゑ

に
、
然し
か

れ
ど
も
予よ

は
予よ

が
畫
師
た
る
を
利り

器き

と
し
て
兎と

も

角か
く

も
口こ
う

實じ
つ

を
設ま
う

け
つ
ゝ
、予よ

と
兄き
や
う

弟だ
い

も
た
ゞ
な
ら
ざ
る
醫い

学が
く

士し

高た
か

峰み
ね

を
強し

ひ

て
、
某そ
れ

の
日ひ

東と
う

京き
や
う

府ふ

下か

の
一あ
る
び
や
う
ゐ
ん

病
院
に
於お
い

て
、
渠か
れ

が
刀た
う

を
下く
だ

す
べ
き
、
貴き

船ふ
ね

伯は
く

爵し
や
く

夫ふ

人じ
ん

の
手し
ゆ

術じ
ゆ
つを

ば
予よ

を
し
て
見み

せ
し
む
る
こ
と
を
餘よ

儀ぎ

な
く
し
た
り
。

と
い
う
、「
畫
師
」
で
あ
り
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
の
「
見
る
」
こ
と
へ
の
欲
望

の
告
白
か
ら
始
ま
る
。「
下
」
に
お
け
る
物
語
の
発
端
を
考
え
て
み
て
も
、
九
年

前
の
夫
人
は
高
峰
を
、
高
峰
は
夫
人
を
、
見
る
と
い
う
邂
逅
か
ら
、
や
は
り
「
見

る
」
と
い
う
行
為
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。「
外
科
室
」
で
は
、「
見
る
」
と
い
う
こ

と
が
ひ
と
つ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、
物
語
冒
頭
で
そ
れ
が
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
映
画
版
で
は
、
清
長
が
老
人
に
対
し
て
、
一
年
前
の
回
想
と
し
て
「
上
」

に
相
当
す
る
夫
人
の
手
術
の
顛
末
を
語
り
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
九
年
前
の
夫
人
と

の
邂
逅
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
枠
物
語
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
清
長
に

語
り
手
の
役
割
を
担
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
枠
物
語

化
は
、
映
画
版
『
天
守
物
語（
11
（

』
に
も
見
ら
れ
、
ま
さ
に
映
画
監
督
と
し
て
の
坂
東

玉
三
郎
お
得
意
の
演
出
と
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
大
き
な
変
更
が
見
ら
れ
る
の
が
、
原
作
の
「
下
」
に
相
当
す
る
一
連
の
夫

人
と
高
峰
の
邂
逅
の
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
で
あ
る
。
実
は
映
画
版
に
は
、
高
峰
と
夫
人

の
二
度
目
の
邂
逅
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
度
目
は
、
原
作
同
様
、
小
石

川
植
物
園
で
貴
船
伯
爵
と
夫
人
一
行
と
清
長
と
高
峰
が
「
行
き
違
」
う
シ
ー
ン
と

し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
後
も
原
作
の
展
開
通
り
に
、
商
人
体
の
壮
者
の
会
話
シ
ー

ン
、
清
長
と
高
峰
の
会
話
シ
ー
ン
と
続
く
の
だ
が
、
更
に
散
策
を
続
け
た
高
峰
は
、

池
越
し
に
夫
人
と
再
び
ま
み
え
る
こ
と
に
な
る
。
お
互
い
に
池
の
向
こ
う
の
相
手

に
気
づ
い
た
二
人
は
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
池
の
縁
に
ま
で
歩
を
進
め
る
。

そ
し
て
、
高
峰
を
見
つ
め
る
夫
人
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
→
夫
人
を
見
つ
め
る
高
峰

の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
→
そ
ん
な
二
人
を
映
す
引
き
の
シ
ョ
ッ
ト
→
夫
人
の
様
子
を

映
す
高
峰
の
肩
越
し
シ
ョ
ッ
ト
と
映
像
の
語
り
口
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
二
人

が
見
つ
め
合
う
シ
ー
ン
が
一
分
間
か
け
て

0

0

0

0

0

0

丁
寧
に
描
か
れ
る
の
だ
。

　
映
像
は
常
に
時
間
を
伴
う
芸
術
で
あ
り
、
一
分
間
の
映
像
に
は
一
分
間
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
演
出
意
図
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
般
的
な
感
覚
と
し
て
、
こ
の

シ
ー
ン
は
「
長
す
ぎ
る

0

0

0

0

」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
。
高
山
海
彦
氏
も
次
の

よ
う
に
、
そ
の
冗
長
さ
を
批
判
し
て
い
る
。

鏡
花
の
原
作
通
り
に
、
メ
ス
は
血
を
吹
き
出
さ
せ
、
映
像
は
或
る
緊
迫
感
を

も
っ
て
第
一
部
を
描
い
て
見
せ
た
。
だ
が
、
そ
の
死
の
謎
を
含
ん
だ
ま
ま
の

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
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第
二
部
で
、
玉
三
郎
が
選
ん
だ
答
え
は
、
二
人
の
出
会
い
と
見
詰
め
合
い
を

い
た
づ
ら
に
長
々
と
描
い
て
見
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
ん
な
も
の

よ
り
、
映
像
で
何
度
も
脳
裏
に
蘇
る
美
を
描
い
て
欲
し
か
っ
た
。
玉
三
郎
の

描
く
一
瞬
の
美
と
、
鏡
花
へ
の
強
引
な
ま
で
の
解
釈
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
、

彼
の
作
品
と
は
な
ら
な
い
。
映
像
の
力
と
演
出
、
つ
ま
り
は
観
客
に
何
を
見

せ
た
い
の
か
、
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
映
画
と
し
て
は
成
立
し
な
い
の
だ
。（
11
（

本
シ
ー
ン
の
演
出
意
図
は
何
な
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
た
る
映
画
と

し
て
、役
者
の
顔
を
た
っ
ぷ
り
撮
り
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
さ
き
ほ
ど
筆
者
は
、
原
作
に
お
け
る
こ
の
二
人
の
邂
逅
を
、「
夫
人
は
高
峰
を
、

高
峰
は
夫
人
を
、
見
る
と
い
う
邂
逅
」
と
少
々
回
り
く
ど
い
言
い
回
し
で
表
現
し

た
。
当
然
、「
九
年
前
に
眼
と
眼
を
見
交
わ
し
た
だ
け
の
男
女
が
再
会
し
た
そ
の
日

の
う
ち
に
情
死
に
い
た
る（
11
（

」「
一
瞥
の
恋（
11
（

」
と
い
っ
た
ス
マ
ー
ト
な
言
い
回
し
を
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
む
し
ろ
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
一
般
的
な
読
み
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
す
で
に
種
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
外
科
室
」
本
文
中

に
は
、
高
峰
が
夫
人
を
見
た
と
い
う
記
述
は
あ
る
が
、
二
人
が
眼
を
「
見
交
は
し

た
」
と
い
う
よ
う
な
直
截
な
記
述
は
な
い
の
で
あ
る
。

中う
ち

な
る
三さ
ん

人に
ん

の
婦お
ん
な人

た
ち
等
は
、
一い
ち
や
う様

に
深ふ
か

張ば

り
の
涼ひ

傘が
さ

を
指さ

し
翳か
ざ

し
て
、

裾す
そ

捌さ
ば
きの

音お
と

い
と
さ
や
か
に
、
す
る
す
る
と
練ね

り
来き

た
れ
る
、
と
行い

き
違ち
が

い
ざ

ま
高た
か
み
ね峰

は
、
思お
も

わ
ず
後う
し
ろを

見み

返か
へ

り
た
り
。

「
見み

た
か
」

　
高た
か
み
ね峰

は
頷う
な
ずき

ぬ
。「
む
む
」

「
外
科
室
」
は
、
あ
く
ま
で
「
予
」
の
視
点
で
描
か
れ
お
り
、
高
峰
と
並
ん
で
歩
い

て
い
る
「
予
」
に
は
、
二
人
が
眼
を
見
交
わ
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
知
る

す
べ
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
二
人
が
「
見
交
は
し
た
」
と
い
う
叙
述
が
な
い
の
も

頷
け
る
が
、
や
は
り
、
こ
れ
は
意
図
的
な
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
夫
人
と
高
峰
が
眼
を
「
見
交
は
し
た
」
か
ど
う
か
と
い
う
肝
心
な
点
は
、

読
者
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
岡
本
夢
紬
氏
は
「「
予
」
が
高
峰

と
夫
人
の
恋
愛
関
係
を
種
明
か
し
す
る
〈
下
〉
で
も
、
高
峰
か
ら
夫
人
に
対
し
て

の
恋
愛
感
情
は
読
み
取
れ
」
な
い
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
読
ま
れ
て
き
た
夫
人
と
高

峰
と
の
間
の
恋
愛
の
物
語
は
「
語
り
手
が
「
画
師
た
る
」
が
ゆ
え
の
〈
想
像
〉
の

産
物
に
す
ぎ
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、「
外
科
室
」
は
そ
の
よ
う
な
読
み
も

許
容
す
る
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
も
う
一
歩
進
め
て
、
映
画
『
外
科

室
』
で
の
演
出
を
経
由
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
小
説
を
脚
本
に
映
画
撮
影
を
試
み
た
坂
東
玉
三
郎
は
、
な
ぜ
脚
本
た
る
原
作
に

変
更
を
加
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
本
作
映
画
版
が

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
監
督
で
あ
る
坂
東
玉
三
郎
は
映
画
『
外
科
室
』
の
制
作
者
で
あ
る
と
同
時

に
、
小
説
「
外
科
室
」
の
読
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
役
者

の
顔
を
た
っ
ぷ
り
と
撮
り
た
い
」
と
い
う
映
画
監
督
と
し
て
の
欲
望
は
、「
一
瞥

の
恋
」
に
落
ち
た
二
人
の
、
特
に
恋
を
知
っ
た
夫
人
の
恍
惚
の
表
情
を
撮
り
た
い

と
い
う
欲
望
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
外
科
室
」
に
お
い
て
夫
人
と
高
峰
と
の
間
に

は
「
恋
愛
」
感
情
が
あ
っ
た
の
だ
と
読
み
た
い
「
読
者
」
と
し
て
の
欲
望
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
純
粋
に
映
画
・
映
像
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
最
初
の
邂
逅
シ
ー
ン
を
見
た
場
合
、

一
瞥
し
た
二
人
が
恋
に
落
ち
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
場
面
と
し
て
は
、
躑
躅
の
通
路
を
行
き
違
う
だ
け
で
、
原
作
通
り
台
詞
の
な

い
シ
ー
ン
で
あ
る
。
途
中
、
夫
人
に
見
入
る
高
峰
の
主
観
シ
ョ
ッ
ト
に
柔
ら
か
な

質
感
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
夫
人
が
高
峰
の
心
を
動
か
し
た
こ
と

四
二

は
、
後
の
清
長
と
の
会
話
等
と
合
わ
せ
て
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、

夫
人
の
側
の
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
作
の
同
じ
場
面
に
お
い
て

も
、
二
人
の
内
面
を
読
み
取
れ
な
い
の
は
同
様
で
は
あ
る
が
、
原
作
は
文
字
テ
ク

ス
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
、
結
末
部
の
「
予
」
に
よ
る
「
ネ
タ
ば
ら
し
」
を
読
ん
だ
後

す
ぐ
に
、「
あ
あ
、
あ
の
と
き･･･

」
と
邂
逅
場
面
を
補
完
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
映
像
テ
ク
ス
ト
で
は
、
そ
う
し
た
観
客
に
よ
る
補
完
は
馴
染
ま
な
い
た
め
、
原

作
に
な
い
二
度
目
の
邂
逅
シ
ー
ン
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
び

　
こ
こ
ま
で
、「
外
科
室
」
＝
「
観
念
小
説
」
と
い
う
枠
組
み
に
つ
い
て
再
考
し
、

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
る
映
画
版
と
の
比
較
分
析
を
行
っ
て
き
た
。一
見
、

異
な
る
作
業
の
よ
う
に
見
え
る
両
分
析
に
共
通
す
る
の
は「
読
者
」の
欲
望
で
あ
っ

た
。「

外
科
室
」
は
作
者
泉
鏡
花
の
「
観
念
」
が
描
き
込
ま
れ
た
「
観
念
小
説
」
で

あ
る

　
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
『
作
者
の
死
』（
一
九
六
七
）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
テ
ク
ス

ト
論
が
文
学
研
究
シ
ー
ン
を
席
巻
し
て
以
降
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
疑
う
こ

と
す
ら
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
強
固
な
通
説
は
、
い
つ
し
か
夫
人
は
こ
う
あ
る

べ
き
だ
／
「
外
科
室
」
を
こ
う
読
み
た
い
と
い
う
「
読
者
」
の
欲
望
を
取
り
込
ん

だ
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
る
の
は
「
鏡
花
が
「
外

科
室
」
に
描
き
込
み
、
抱
月
が
見
い
だ
し
た
「
観
念
」
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う

作
家
論
的
・
作
品
論
的
問
い
も
、「「
外
科
室
」
は
「
観
念
小
説
」
で
あ
っ
て
欲
し

い
」と
い
う「
読
者
」の
欲
望
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原

作
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
の
映
像
化
を
目
指
し
つ
つ
も
、
原
作
の
読
者
で
も
あ
る

坂
東
玉
三
郎
の
欲
望
に
よ
っ
て
、
改
変
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
作
品
と
し
て
の
映
画
『
外
科
室
』
の
分
析
は
そ
の
ひ
と
つ
の
証
左
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
分
析
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、「
読
者
」
で
あ
る
我
々

自
身
の
作
品
に
対
す
る
欲
望
に
自
覚
的
に
な
っ
て
初
め
て
、
文
学
作
品
の
新
た
な

魅
力
に
切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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と
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の
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を
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り
込
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だ
も
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と
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た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
と
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の
は
「
鏡
花
が
「
外
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に
描
き
込
み
、
抱
月
が
見
い
だ
し
た
「
観
念
」
と
は
何
な
の
か
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と
い
う

作
家
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的
・
作
品
論
的
問
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も
、「「
外
科
室
」
は
「
観
念
小
説
」
で
あ
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て
欲
し

い
」と
い
う「
読
者
」の
欲
望
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原

作
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
の
映
像
化
を
目
指
し
つ
つ
も
、
原
作
の
読
者
で
も
あ
る
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東
玉
三
郎
の
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に
よ
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て
、
改
変
せ
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る
を
得
な
か
っ
た
ア
ダ
プ
テ
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シ
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ン
作
品
と
し
て
の
映
画
『
外
科
室
』
の
分
析
は
そ
の
ひ
と
つ
の
証
左
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
分
析
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、「
読
者
」
で
あ
る
我
々

自
身
の
作
品
に
対
す
る
欲
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自
覚
的
に
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初
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、
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）

（
3
）
市
川
祥
子
「「
外
科
室
」
論
―
外
科
手
術
の
実
際
か
ら
―
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文

学
研
究
』
二
〇
二
三
年
三
月
）

（
4
）
成
瀬
正
勝
「
悲
慘
小
説
・
觀
念
小
説
の
命
名
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
・
漢
文
学
』�

一
九
六
六

年
一
二
月
）

（
5
）
た
と
え
ば
、
四
方
田
犬
彦
氏
は
「
観
念
小
説
」
を
取
り
上
げ
、「
も
ち
ろ
ん
こ
の
言
葉
は

今
日
で
は
、国
文
学
科
の
大
学
院
の
入
試
問
題
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
く
な

り
、
理
解
不
可
能
な
も
の
と
化
し
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。

（
6
）
島
村
抱
月
「
小
説
界
の
新
潮
を
論
ず
」（『
早
稲
田
文
學
』�

明
治
二
九
年
一
月
）

（
7
）「
明
治
名
作
解
題
・
夜
行
巡
査
と
外
科
室
」（『
文
章
世
界
』�

一
九
〇
七
年
四
月
）
な
ど
で

は
、「
観
念
小
説
」
の
「
思
想
を
現
す
体
度
」
も
、「
極
端
な
る
材
料
」
に
着
せ
た
「
新
衣

装
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）
三
田
英
彬
（『
近
代
の
文
学
3�

泉
鏡
花
の
文
学
』�

楓
風
社�

一
九
七
六
年
）

（
9
）
三
田
英
彬
「
泉
鏡
花
の
位
相
―
観
念
小
説
を
め
ぐ
っ
て
」（『
近
代
の
文
学
３�

泉
鏡
花
の

文
学
』�

楓
風
社�

一
九
七
六
年
）

（
10
）
笠
原
信
夫
「
愛
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」（『
泉
鏡
花
―
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
』�

至
文
堂�

一
九
七
六
年
）

（
11
）
成
瀬
正
勝
『
明
治
文
学
全
集�

泉
鏡
花
集
』「
解
題
」（
筑
摩
書
房�

一
九
六
六
年
）

（
12
）
村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
研
究
』（
冬
樹
社�

一
九
七
四
年
八
月
三
〇
日
）　

（
13
）
注
9
に
同
じ
。

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
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（
14
）
笠
原
信
夫
「
愛
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」（『
泉
鏡
花
―
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
』
至
文
堂�

一
九
七
六
年
）

（
15
）
鈴
木
啓
子
「
溢
れ
で
る
身
体
、
そ
し
て
言
葉�

―
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
試
論
―
」（『
日
本

近
代
文
学
』
一
九
九
八
年
五
月
）

（
16
）
種
田
和
加
子
「
偶
像
の
逆
襲
―
泉
鏡
花
『
外
科
室
の
問
題
性
』
―
」（『
国
文
学
雑
誌
』�

二
〇
〇
〇
年
七
月
）

（
17
）
笠
原
伸
夫
「
愛
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」（『
泉
鏡
花
―
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
』
至
文
堂�

一
九
七
六
年
）

（
18
）
三
田
英
彬
『
近
代
の
文
学
3�

泉
鏡
花
の
文
学
』（
桜
風
社�

一
九
七
六
年
）

（
19
）
田
澤
稲
舟
「
唯
我
獨
尊
」（『
文
芸
倶
楽
部
』�

明
治
三
〇
年
一
月
）

（
20
）
ジ
ョ
ン
・
Ｋ
．
ノ
イ
ズ
著
、
岸
田
秀
・
加
藤
健
司
訳
『
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
発
明
』（
青
土
社

　

二
〇
〇
二
年
一
月
七
日
）

（
21
）
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
著
、
守
中
高
明
・
谷
昌
親
・
鈴
木
雅
大
訳
『
批
評
と
臨
床
』（
河
出

書
房
新
社

　
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
三
〇
日
）

（
22
）
禧
美
智
章
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
想
像
力
―
文
字
テ
ク
ス
ト
／
映
像
テ
ク
ス
ト
の
想
像
力

の
往
還
―
』（
風
間
書
房�

二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

（
23
）
五
代
目
坂
東
玉
三
郎
監
督
『
外
科
室
』（
松
竹�
一
九
九
二
年
二
月
八
日
封
切
）。
脚
本
は

本
裕
志
、
吉
村
元
希
と
と
も
に
坂
東
自
ら
が
執
筆
し
て
い
る
。

（
24
）
郡
司
正
勝
・
板
東
玉
三
郎
「
対
談
：
鏡
花
劇
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学�

解
釈
と
教
材
の

研
究
』
一
九
九
一
年
八
月
）

（
25
）
佐
伯
順
子
『
泉
鏡
花
』（
ち
く
ま
新
書�

二
〇
〇
〇
年
八
月
）

（
26
）
郡
司
正
勝
・
板
東
玉
三
郎
「
対
談
：
鏡
花
劇
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学�

解
釈
と
教
材
の

研
究
』
一
九
九
一
年
八
月
）

（
27
）
五
代
目
坂
東
玉
三
郎
監
督
『
天
守
物
語
』（
松
竹�

一
九
九
五
年
九
月
九
日
封
切
）
で
は
、

冒
頭
に
生
前
の
富
姫
が
、
獅
子
頭
の
前
で
自
害
す
る
シ
ー
ン
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）
高
山
海
彦
「
一
瞬
の
美
は
五
十
分
を
超
え
る
」（『
幻
想
文
学
』
一
九
九
二
年
七
月
）

（
29
）
注
15
に
同
じ
。

（
30
）
藤
田
愛
「
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
―
李
賀
と
言
葉
―
（『
あ
い
ち
国
文
』
二
〇
二
三
年
五
月
）

�

付
記

 

「
外
科
室
」
の
引
用
は
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』
に
よ
る
。
な
お
、「
外
科
室
」
本
文
以
外

の
引
用
に
当
た
っ
て
、
漢
字
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
引
用
文
に
お
け
る
傍
線
は
全

て
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

四
四

石
川
啄
木
に
お
け
る
〈
望
郷
〉
と
〈
都
市
〉
の
表
象

 
 

―
―
短
歌
と
『
ロ
ー
マ
字
日
記
』
を
中
心
に
―
―

松

下

浩

幸

　

　
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
の
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
石
川
啄
木
は
確
か
に
多
く

の
望
郷
歌
を
残
し
、ま
た
そ
の
歌
が
広
く
受
容
さ
れ
た
国
民
的
な
文
学
者
で
あ
る
。

だ
が
一
方
で
、
啄
木
は
近
代
化
が
進
む
明
治
の
東
京
の
風
景
を
そ
の
自
由
な
口
語

詩
に
よ
っ
て
歌
い
、
都
会
の
抒
情
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
風
景
を
表
出
さ
せ
た
歌

人
・
詩
人
で
も
あ
る
。
生
前
に
は
評
価
さ
れ
る
こ
と
な
く
不
遇
の
生
涯
を
送
る
こ

と
に
な
る
啄
木
は
、
故
郷
を
捨
て
、
都
会
に
出
て
き
た
デ
ラ
シ
ネ
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
に
、
逆
に
望
郷
の
思
い
を
強
く
し
、
一
方
で
都
市
の
魅
力
や
暗
部
に
も
敏
感
に

反
応
し
て
い
る
。
本
論
で
は
そ
の
よ
う
な
啄
木
の
短
歌
と
『
ロ
ー
マ
字
日
記
』
を

参
照
し
な
が
ら
、
啄
木
が
描
い
た
明
治
期
東
京
の
風
景
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
一
、
啄
木
と
〈
望
郷
〉

か
に
か
く
に
渋し
ぶ

民た
み

村む
ら

は
恋こ
ひ

し
か
り

お
も
ひ
で
の
山や
ま

お
も
ひ
で
の
川か
は

（
初
出
『
一
握
の
砂
』
明
治
四
三
年
一
二
月
）

　
石
川
啄
木
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
二
月
、岩
手
県
南
岩
手
郡
日ひ
の
と戸

村
の
曹

洞
宗
日
照
山
常
光
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
父
・
石
川
一い
っ

禎て
い

と
母
・
カ
ツ
の
長
男
と
し

は
じ
め
に
―
―
石
川
啄
木
の
イ
メ
ー
ジ

　　
一
般
に
石
川
啄
木
と
い
う
文
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。
一
〇
代
で
そ
の
文
学
的
才
能
を
評
価
さ
れ
た
天
才
主
義
者
。
あ
る
い
は
強
い

自
負
心
や
自
尊
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
生
前
に
は
文
学
的
成
功
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
悲
運
の
夭
折
者
。
既
婚
者
で
あ
り
な
が
ら
も
女
性
へ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
願
望

を
持
ち
続
け
た
ド
ン
・
フ
ァ
ン
。
あ
る
い
は
、
わ
が
ま
ま
と
紙
一
重
の
よ
う
な
計

画
性
の
な
さ
と
経
済
観
念
に
疎
い
借
金
魔
…
…
。
ど
れ
も
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が
、
何
か
に
急
き
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
生
き
急
い
だ
啄
木
の
二
六
年
間
の
人

生
に
は
、〈
若
さ
〉
と
い
う
も
の
が
共
通
し
て
持
つ
精
神
的
な
〈
強
さ
〉
と
〈
弱

さ
〉
の
両
方
を
垣
間
見
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
啄
木
の
短
く
も

鮮
烈
な
生
涯
に
は
、
誰
も
が
感
じ
る
人
生
の
喜
怒
哀
楽
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
特
に
啄
木
の
印
象
と
し
て
最
も
強
く
喚
起
さ
れ
る
の
は
、「
望
郷
」
あ
る
い

は
「
郷
愁
」
の
歌
人
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ふ
る
さ
と
の
訛な
ま
りな

つ
か
し

停て
い

車し
や

場ば

の
人ひ
と

ご
み
の
中な
か

に

そ
を
聴き

き
に
ゆ
く

（『
一
握
の
砂
』　
初
出
「
東
京
毎
日
新
聞
」
明
治
四
三
年
三
月
二
八
日
号
）

石
川
啄
木
に
お
け
る
〈
望
郷
〉
と
〈
都
市
〉
の
表
象

四
五
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